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＜連絡事項＞
・特になし。

＜入室状況＞
　なし

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　早苗様～夫様から架電あり、10/12　10：30～18：00、10/14　9：00～10/15　16：00で外出・外泊の希望あり。主治医不在の為、馬渡Drから許可を頂いている。

・野田　貴志様～主治医不在の為、今川Drから便秘時のIFオーダーと処方を頂いている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・和田　純弥様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、他室侵入し私物弄りあり自制できず早めに開放観察終了している。自室では静穏。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく

・袴田　将志様～終日隔離中。午前9時～午後4時までの開放観察実施。開放中他社との距離の近さあり都度介入していたが同行為繰り返し自制できず早めに開放観察終了している。不穏さなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前一時間、午後二時間ずつの開放観察実施。開放中過度な飲水行為なく静穏に過ごされている。対面時妄想言動聞かれず落ち着いている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～妄想様言動なくスタッフ対応も穏やかで経過している。引き続き、措置解除に向けて援助を行っていく。

・野田　貴志様～幻覚・妄想に左右された言動なく経過している。引き続き、措置解除に向けて援助を行っていく。
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